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初出題名 初出日付 初出出所 再録日付 備考
天守 1939.2 『満洲行政』 1939.7.23
『或る環境』の一部として、
『満洲浪曼』第三輯に再録
餓鬼 1939.5 『満洲行政』 1939.7.23
『或る環境』の一部として、
『満洲浪曼』第三輯に再録








青果 1939.12 『満洲浪曼』 1940.1
「青果と色鳥」として『満
蒙』に再録
色鳥 1940.1 『満蒙』 ―
「青果と色鳥」として『満
蒙』に掲載
博物教室 1940.4 『満洲行政』 ― ―
塔影 1940.6 『満洲行政』 ― ―
十六号の娘 1940.7 『新天地』 ― ―
つひの栖 1940.8 『文藝』 ― エピローグの性質
垣の外 1940.9 『満洲行政』 ― ―
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る︒とりわけ︑阿片事務所の銀の出納については︑ ﹁それらの銀貨は一枚づつ重ねて包装し︑一本 長い棒にして何本も何本も積み上げられ と︑事務所の人たちが二人 三人もで近所の銀行へ運んで行つた
（
12）﹂と描く︒このような詳細な描写は︑日本人の満洲で
の阿片製造をより具体的に例証しており 当時の満洲で創作された小説の中 は極めてめずらしいも だろう︒
　この阿片事務所については﹃関東局施政三十年史﹄に詳しい記
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ある︒満洲文話会の推薦によって︑一九四〇年八月︑改造社の﹃文藝﹄に発表された︒成人した忠一が中国人と同乗した馬車で新京市内から郊外の寛城子に帰 ところから始まる︒ ﹁三不管﹂という地域の中国人街の様子が生き生き 描写されている︒ ﹁三不管﹂とは︑東清鉄道の寛城子駅と満鉄の長春駅 の間に設けられた︑国際的な緩衝地帯だった︒山田清三郎 回想録﹃転向記
　嵐の時
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旅諷詠﹄ （私家版︑一九三 年） ︑ ﹃満洲保健雑記﹄ （大阪屋号出版部︑一九四五年）などがある︒
（
26）  
黒井忠一・森脇襄治﹁流行病学ヨリ観タル猩紅熱﹂ ﹃金沢医科大学十全
会雑誌﹄三十二（十二） ︑一九二七年十二月 同文によると︑猩紅熱の平均死亡率は︑日本人は九・二パーセントで︑中国人は平均三十パーセントであった︒
（
27）  ﹁住宅地開放
　地目変換と新利用地﹂ ﹃満洲日日新聞﹄一九一九年八月
三日︒
（
28）  
北村謙次郎﹁青果と色鳥﹂ ﹃満蒙﹄二三七号︑一九四〇年一月︑一三一頁︒
（
29）  
同右︑一三三頁︒
（
30）  
同右︑一三四頁︒
（
31）  
同注
21︑四一〇頁︒
（
32）  
同右︒
（
33）  
富田充﹁歌会記﹂ ﹃満洲短歌﹄第十号︑一九三〇年二月︑二六～二八頁︒
（
34）  
大内隆雄﹃満洲文学二十年﹄国民画報社︑一九四四年︑九四～九五頁︒
（
35）  
北村謙次郎﹁塔影﹂ ﹃満洲行政﹄第七巻第六号︑一九四〇年六月︑
一二六頁︒
（
36）  
同右︑一三八頁︒
（
37）  
北村謙次郎﹁十六号の娘﹂ ﹃新天地﹄七月号︑一九四〇年七月︒
（
38）  
北村謙次郎﹁垣の外﹂ ﹃満洲行政﹄第七巻第九号︑一九四〇年九月
一一三頁︒
（
39）  
同右︑一一七頁︒
（
40）  
同注
21︑五三九頁︒
（
41）  
山田清三郎﹃転向記
　嵐の時代﹄理論社︑一九五七年︑二九頁︒
（
42）  
北村謙次郎﹁つひの栖﹂ ﹃文藝﹄第八巻第八号︑一九四〇年八月︑二〇
（
43）  
同右︒
